
名古屋市

春日井市

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自宅～乗降ポイント～モビリティスポットを移動 
・乗降ポイント、車両運行ペース（運行本数/時間）
は地域住民と協議の上決定 

モビリティベース 

・カートの発着基地 

 

モビリティスポット 

・カートの目的地 

 

乗降ポイント 

・カートの乗降場 

カート運行支援委託 
500 千円/年 

○ 昭和43年にまちびらきをした高蔵寺ニュータウンでは、初期の居住者が一斉に高齢期を迎えており、人口減少、高齢化率の上昇。地区内で
は、良好なインフラが整備されている一方、坂道やバス停までの距離の長さにより外出機会の減少や公共交通サービスの衰退が課題。

○ 産学官連携による自動運転を含む新たなモビリティサービスにより快適な移動を実現し、高齢化社会における車以外での外出促進と運動機
会やコミュニケーション機会の増加を図り、ニュータウンの魅力向上と持続可能なまちの実現を図る。

◆対象区域

◆事業実施体制

新たなモビリティサービスの導入による移動支援

・区域内の公共施設内
に自動運転車両のモ
ビリティベース（ＥＶ基
地）を整備

・自宅からバス停や各
種施設までを短距離
移動する「ゆっくり自
動運転」のサービスを
展開

・配車予約システムに
は、ニュータウン版Ｍ
ａａＳアプリを活用

・貨客混載による運営
の効率化を図る

拠点からの各施設へのシームレスな移動

バス専用レーンの整備

◆新技術・データを活用した都市・地域の課題解決の取組

交通社会ダイナミックマップの活用

・ラストワンマイル自動運転実証実験を2019年度は約1ヶ月間の長期にわたり展開
・相乗りタクシーのMaaSアプリによるオンデマンド対応などユニバーサルタクシーとしてのサービス高
度化

高蔵寺ニュータウン地区

・商業施設等（モビリティスポッ
ト）に相乗りタクシー乗り場を
設置し、自動運転サービスか
らのシームレスな移動を提供

・ニュータウン版ＭａａＳアプリで
オンデマンド対応を図り、配
車オペレーションや需要予測
にダイナミックマップを活用

・センター地区と高蔵寺駅を結ぶ路線バスは、高蔵寺
ニュータウンの基幹交通となっており、自動運転バスによ
り、運転手不足を解消し、専用レーンによって、高頻度、
低遅延のバスによるモビリティサービスを展開

自動運転実証実験の様子

・クラウド、エッジ、組込みを有機的に連携した共通プ
ラットフォーム

・車両位置情報を共有化し、タクシー配車の効率化や
自動運転車両の後譲り機能などに活用

相乗りタクシー実証実験の様子

高蔵寺スマートシティ推進検討会

高蔵寺スマートシティ推進検討会
【地方公共団体：春日井市 民間事業者等代表：国立大学法人名古屋大学】※

◆2019年度の主な取組

愛知県

※公募時点では仮称
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